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Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の概要】
　グループホームわかたけ小机は、JR横浜線小机駅から徒歩７分程度の場所にあ
る。周囲は畑や緑地、小さな工場や事業所の車置き場などが混在している。ホーム
のすぐ近くを鶴見川の支流の烏山川が流れ、土手は散歩に適した場所になってい
る。日産スタジアムが近く、サッカーの試合がある時は歓声が聞こえる。ホームの
広い敷地にある建物は、軽量鉄骨平屋建で、玄関を中心に、左右に各ユニットが配
置され開放感のある造りになっている。
【身体拘束防止と虐待防止の取り組み】
　利用者の尊厳と主体性を尊重し、「身体拘束その他の行動制限」をケアに持ち込
まないことを法人の基本方針としている。その観点から自分がケアを受けるように
なったことを想定し、職員全員が利用者の疑似体験をした。疑似体験を踏まえ、今
年度は職員の意見で自分達がしがちな不適切ケアの動画を制作した。仲間が演じる
動画は、ともすれば自分もしがちなことと受け止め、「大丈夫だろう」と思ってし
まわないよう日頃からの取り組みの大切さを学んでいる。
【Zoomやメールを取り入れた家族との連携】
　コロナの感染対策から家族会や面会の中止など家族と会える機会が少なくなり、
寂しさを訴える方もいた。そのような時は、オンライン面会で家族と話すことで寂
しさを紛らわしている。また、家族に利用者の元気な様子を届けるために行事の動
画をZooｍ配信している。全家族からメールアドレスを受け取り、緊急時連絡にも
メールを活用している。

「自分らしく輝いて暮らせるホームをめざす」という理念のもと、「マズローの５段
階欲求」に照らし合わせながら、 ご入居者一人一人の欲求を満たすことができるよ
うに支援している。ご入居者が、持っている力を充分に発揮し、意思を尊重され、輝
いて暮らすことができる為にも、ご家族様との情報共有は必須であり、ご面会時やイ
ベント配信時で積極的にコミュニケーションを取っている。
理念に沿ってケアを継続する事で、行動・心理症状(BPSD)が軽減していき、穏やかに
生活できるようになっていくプロセスを経験することで、職員もやりがいや喜びを感
じ、前向きに取り組む姿勢が生まれている。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 グループホームわかたけ小机

 ユニット名 月ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

　Ⅰ　理念に基づく運営

感染予防対策のため、外出
や地域イベント等での交流
する機会が減り関係作りの
構築が難しい

ホームの周辺は小さな工場や広い自動車置き
場などがあり、民家はほとんどない為、地域
の方とのふれあいは難しい。自治会長が会費
を集めに立ち寄る時に会話をしている。コロ
ナ前は地域のお祭りの案内を届けてくれた際
にも話をしていた。

近隣住民のみの交流でとど
まっている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「自分らしく輝いて暮らす
ホームを目指す」理念を掲
げている。事務所に掲示し
てある為、いつでも見れる
ようにしている

法人が運営するグループホーム共通の理念を
踏まえて、ホームで年度ごとに事業計画の目
標を定めている。今年度は、職員のスキル
アップと、1日1回利用者が笑顔になれるよう
な取り組みを目標にしている。更に利用者が
楽しめるように月1回のイベントを実施して
いる。職員はマズローの法則を理解して自分
ならどうしてほしいかと利用者の立場を慮っ
ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身体
的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的な委
員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊急やむ
を得ない場合を除き、身体的拘束等をしないケアに
取り組んでいる

身体拘束や虐待は、法人の
理念、ホームの理念に反す
る事であることを理解し、
取り組めている。委員会の
立ち上げ、動画による研修
なども行っている。

身体拘束防止委員会は、各ユニットからリー
ダー、常勤職員各1名、管理者の計5名の構成
で3か月ごとに開催している。「飲まないと
部屋に帰れない」という前提で、無理に飲む
ことを体験した。更によりリアル感が出るよ
うに職員が動画を作成した。仲間が演じるも
のを見ることで、自分に置き換えて考え、気
づきに繋がっている。

運営推進会議のオンライン
化・実施が出来ていない。

家族の会議への参加が難し
く、メンバーの選出（決
定）が滞っている

運営推進会議は今年度は実施していない。書
面開催もできていない。家族のメンバーがな
かなか決まらないことや、コロナ以降は地域
包括支援センターとのかかわりも少なくな
り、区の担当者と直接顔を合わせる機会も
減っている。

家族や今までのメンバーに事業
所の活動状況報告書を作成して
郵送されることを提案します。
また、行政や地域包括支援セン
ターの担当職員に協力を仰ぎ、
民生委員や介護相談員等、新し
いメンバーの参加を要請される
ことを期待します。

以前は地域包括支援センターが月１回開催し
ていた地域交流のカフェに利用者数名が散歩
がてら参加していたが、現在は特に交流もな
い。行政から研修案内があり、必要な研修は
受講することにしている。横浜市から、感染
予防対策用のマスクや消毒液の追加支給の
メール案内を受け、物品を支給してもらっ
た。グループホーム連絡会はZoom開催にな
り、参加し易くなった面もある。

感染予防対策でグループ
ホーム連絡会開催への参加
も難しく（開催も見合わせ
状態）取り組みが途中で終
わっている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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項　　　　　　　　　　目
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7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

入居の事前説明を必ず行い
契約書、重要事項説明書を
渡している。ホームの理念
等を理解して頂いてからの
契約としている。

感染予防対策で家族会開催
など直接のご意見を聞く機
会は少ないが、お電話やオ
ンライン、メールなどで意
見を伺い改善に繋げている

コロナ前は2か月に1回親睦を兼ね、家族会を
行っていた。家族との連絡は電話の他、全員
のメールアドレスを伺い、メールを活用して
いる。希望される方には、行事の様子も写真
を添付し送っている。また、１年分の写真を
年度の終わりにデータで送っている。現在対
面での面会を制限しているため、オンライン
の面会を推奨して、数組の方が活用してい
る。今年度は、系列の西菅田のグループホー
ムを見学した家族から、「西菅田にはお花が
いっぱいありますね」という言葉があり、2
週間に１回業者に花を植え替えてもらうこと
にした。

制度の知識を深める努力を
している。また事務所に地
域権利擁護事業や成年後見
人制度の資料を職員がいつ
でも見られるようにしてい
る

高齢者虐待防止法について
の資料はいつでも閲覧出来
るようになっている。不適
切なケアの見本として、自
主動画を撮り研修材料とし
て使用し理解を深めている

身体拘束防止委員会で虐待防止についても取
り上げている。研修は年2回、神奈川県の作
成した不適切ケアチェックリストを活用して
いる。利用者同士の暴力的な行為は、距離を
とりながら職員がフォローして対応してい
る。入居したばかりの方が落ち着かず職員に
対して手が出るようなこともあるが、担当を
男性職員にしたり、うまく行ったことを共有
して対応している。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

人材育成には法人全体で力
を入れている。管理者・
リーダー・中堅・新人等段
階別での研修を実施してい
る。スキルアップを目指し
た外部研修への参加も積極
的に行っている

介護福祉士やケアマネの資格取得にはテキス
ト代割引や講習会受講料の立替、合格者への
祝い金等の支援をしている。研修参加時間は
勤務扱い、参加日はシフトを調整している。
外部研修も必要なものは勤務扱いで費用も会
社が負担してる。介護福祉士、ケアマネとし
て勤務している場合は資格手当が支給され
る。シフト作成前に希望を聞くことで有休を
取り易い環境にしている。

常に意見を聞いてもらえる
環境が整っており、必要に
応じてカンファレンスを実
施ている。

月１回のリーダー会議やユニット会議で意見
交換や情報交換している。管理者は同席する
が、口を挟まず職員の自主性を重んじてい
る。職員が提案した時には、それを実現する
にはどうしたらよいかと逆に投げかけること
で職員が自ら考えるようになってきた。「レ
クの時間がない」、「お昼の休憩が取りにく
い」という相談には、職員が話し合いで時間
配分を工夫して時間を確保した。

定期的な面接の他、半年に1
回職員の成果を評価し管理
者と面談を行う取り組みが
ある。また職員の事情に極
力配慮した勤務を組むよう
にしている

年2回ストレスチェックを実施して法人で取
りまとめ、法人委員会や、ホームの安全委員
会で検討し、ストレスのない職場環境に努め
ている。また、法人の取り組みで60歳定年後
の再雇用制度や、産休・育休で復職した後の
働きやすい環境が整っている。常勤職員は半
年ごとの人事考課で自己評価を行い、それに
沿って管理者が面談し、意向確認をしてい
る。永年勤続者には法人から祝い金などが贈
られ、全職員にリフレッシュ休暇、誕生日休
暇が付与される。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

接遇に注意し、専門的な立
場や求められているスキル
を発揮しながら、家族と喜
びを共に共有できる関係作
りを行っている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前には必ず本人との面
談を設定しており、本人の
希望や不安、何を必要とさ
れているか伺っている。本
人や家族の意見、意思はケ
アプランに反映している。

電話相談、見学や入居相談
時から家族の意見をしっか
り聴くことに努めている。
家族に合わせて、個別に対
応している。

その方の現在の状態や環
境、経済面も含め、どのよ
うな支援をすればよいかを
考えながら応じている。

ホームの理念に沿って、ご
入居者主体の支援を行って
いる。特に様々な心理行動
症状を認知症が原因と決め
つけず、どのような要因が
あるのか理解するよう努め
ている。

法人内外の研修の場や、他
のホームとの交換研修、専
門学校実習生の受け入れを
行い、サービス向上に取り
組んでいる
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20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

面会可能時には飛沫防止
シートを使用・その他はオ
ンライン面会を行うなどの
環境つくりを行っている

以前からの知人や友人との関係が途切れない
ように電話を取り次いだり、年賀状を出す支
援をしている。携帯を持参している方には自
由にかけてもらっている。オンラインでの面
会や行事の動画配信に慣れてきた方もいる。
動画撮影の時には、眉を引いておしゃれをす
る方もいる。利用者同士が馴染みになり居室
でお茶飲みをしたり、「帰らなくては」とい
う利用者に、別の方が部屋に呼んで慰めるこ
ともある。アルコールをたしなむ方には時折
提供したり、食後に菓子や飲み物など好みの
物を出している。また、正月には毎年ホーム
に飾る花を活ける方もいる。

個人の過ごしやすい環境を
整えると共に、食事の席や
日々の生活空間にストレス
がかからないよう努めてい
る。
近隣にお住まいの方など
は、日常的に挨拶や世間話
などを行いながら、状況に
応じご相談にのっている
が、ホームでの看取りによ
る退居が多く、件数として
は多くない状況である。
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23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

理念に沿って、家族様等か
らの事前確認に加え、日常
の関わりの中から思いや意
向を把握できるよう努めて
いる。困難な場合は理念に
立ち返り、本人様の立場と
なりケアを実施している。

職員と1対1になれる夜間帯などに、家族の話
や、他の利用者に対する思いなどを聞き取れ
ることが多く、その中で意向把握のヒントを
得ている。良かれと思って対応したことが、
その方の気持ちに沿っていないこともあり、
そのような時には職員間で話したり、家族に
聞いている。重度化が進むと意向を汲み取る
ことも少しずつ難しくなるため、家族の意向
も確認しながら対応している。汲み取った思
いや意向は申し送ノートやミーティング等で
共有している。

ご本人やご家族から、安心
して生活出来るよう生活歴
やサービス利用の経緯等の
情報収集を行っている。

食事・排泄・睡眠・入浴状
況等を個別に記録し、そこ
から得た情報をアセスメン
トすることで現状の把握を
している。

理念のもと、日々職員で入
居者主体の生活について話
し合いをしている。家族と
も相談しながらケアプラン
を作成している。

ケアプランや週間サービス実績表はユニット
全員分をまとめ、常に職員が見えるようにし
ている。ケアプランの目標については週間
サービス実績表の中で日々できたことを確認
している。職員は常にケアプランを念頭にケ
アに当たり、カンファレンスで振り返り、プ
ランが達成できるように取り組んでいる。ケ
アプランの短期目標は3か月、長期目標は6か
月で見直しをしている。
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご本人のかかりつけ医を継
続して利用できる支援以外
に、利用したい医療や往診
利用の支援を行っている。

2か所の医療機関にユニット毎の往診を依頼
している。いずれの往診医も利用者本位の対
応や、24時間オンコールに応じている。整形
外科や皮膚科など専門科への通院は、家族が
対応しているが、時には職員が同行すること
もある。家族が対応する際は、協力医から情
報提供がある。受診情報は家族から聞き取
り、介護記録に記載している。訪問歯科は必
要や希望により個別契約をして、治療や口腔
ケアを受けている。法人の理学療法士が3か
月毎に訪れ、利用者の動作や関節可動域を確
認して、リハビリを生活の中に取り入れる提
案をして、ケアプランに反映させることもあ
る。

法人内との連携を持ち、入
居者の生活が困らないよう
に対応している。

外部来訪が難しいので、DVD
や動画サイトなどを活用し
余暇活動を行っている。ま
た、毎月イベントを企画
し、一緒に準備をしたりし
て参加する楽しみを工夫し
ている

日々の記録は個別に記載し
ている。職員は記録と申し
送りやカンファレンスで情
報を共有し、実践につなげ
ている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

管理者、看護師に連絡を
し、対応指示を仰いでる

看護師と連携をはかり、医
療連携体制加算を算定して
いる。

入院時には、情報提供書を
使用して情報提供を行って
いる。また、家族と連絡を
取ることや、感染症対策が
あるが、可能な限り病院へ
面会を行い状態の把握に努
めている。
入居時に重度化・終末期対
応指針をご家族に説明して
いる。また本人の変化に合
わせて家族、かかりつけ医
と話し合いの場を持ってい
る

契約時に「重度化・終末期の対応指針」を説
明して同意書を交わしている。医師が終末期
と判断した時に、再度医師を交えて話し合
い、家族に意思確認している。昨年度から今
年度にかけ6名の方の看取りをしている。当
初は戸惑っていた職員も何度かの経験から、
看取り時の対応に戸惑うことなく対応し、看
取り後は必ず振り返りを行っている。看取り
が生じた際には管理者が職員に研修を行って
いるが、今年度は協力医が受け持つ予定があ
る。
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35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

災害マニュアルに沿って対
策に取り組んでいる。地域
の防災訓練にも参加をして
いる。今後、地域住民協力
による避難訓練実施のため
自治会担当者の方と相談を
進めている。

今年度は10月2日に利用者も参加して避難訓
練を行った。訓練で火災通報機の使用方法と
避難経路の確認を行っている。もう１回は自
治会長や消防団に参加を要請して実施する予
定にしている。また、昨年度の外部評価結果
から目標にした災害時対応のマニュアルの見
直しを行っている。ホーム周辺が浸水想定区
域のため、地域や地域周辺に居住する法人職
員への協力要請なども考慮している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

その方だけに聞こえる程度
の声量で声を掛けるなどプ
ライバシーへの配慮を意識
している。受け止めやすい
言葉掛けや不快に繋がって
いないかをアセスメントし
ている

利用者のプライバシーや羞恥心に配慮して
日々の記録は利用者の目につかないところに
置いている。トイレ誘導の場合は、「あちら
に行きましょう」などの間接的な言い方や、
直接伝える時は耳元で小声にしている。職員
が配慮のない声掛けをした時には管理者や
リーダーが注意を促すこともある。個人情報
の入ったパソコンは事務所内に置かれ職員も
使用できるが、パスワードを設定すること
で、特定の職員が必要な情報にアクセス可能
となっている。

「はい」「いいえ」で答え
られる言葉掛けなど、認知
症症状がすすんだ方でも自
己決定がしやすいケアに取
り組んでいる
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38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

毎食後、口腔ケアができる
よう支援している。また口
腔衛生士の利用がある。口
腔衛生士より職員への指導
もして頂いている

起床、就寝時間などに決定
事項はなく、体調や気分に
合わせて日々の生活を送っ
て頂けるよう支援をしてい
る。リハビリ機器を導入し
たり、３ヶ月に１度、リハ
ビリ評価を受けている。
着替える時はご本人に服を
選んでもらえるよう支援を
している。また、汚れてし
まった場合、早めに着替え
られるよう支援している

入居者一人々に合わせて盛
り付け、調理方法などを考
えている。手伝って頂ける
ことは職員と一緒に行い、
力の発揮をして頂いてい
る。定期的に食事イベント
を開催する機会を設けてい
る。

食事は業者委託で調理済みの物が届き、湯煎
にし、ご飯、汁物は職員が調理して提供して
いる。食事がマンネリ化しないように、1週
間に1回、パンや麺類の日を設けたり、定期
的に利用者の希望を聞いて、出前やテイクア
ウトのものを取り入れている。また、市販の
パン等を取り入れ、目先を変えて食が進むよ
うに支援している。誕生日はケーキを購入し
て皆で祝っている。簡単な調理ができ、包丁
で野菜を刻んでくれる方や、下ごしらえや、
盛り付けを手伝う方もいる。

食事、水分量を毎日記録し
変化がないか観察してい
る。食事、水分摂取が少な
い場合にはお好みの補食や
飲み物を提供し出来るだけ
適正量を目指している。
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43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

起床、入床を記録し状況の
把握に努めている。疲労や
眠気に合わせ日中での休息
支援を行っている

飲み忘れや誤薬防止に、職
員一人ひとり服薬の重要性
を意識している。服薬のミ
スがないようチェック体制
を整えている

無理の無い範囲で出来るだ
けオムツを使用せず、トイ
レでの排泄を維持出来るよ
う努めている。排泄チェッ
ク表を利用し、一人ひとり
に合わせた言葉かけ、誘導
方法を実践している。

布パンツを使用して自立でトイレに行く方が
2名、リハビリパンツを使用して自立でトイ
レに行く方が5～6名、全介助の方が4名い
る。その他の方はリハビリパンツにパッドを
使用して、定時誘導や個々の排泄のリズムに
応じてトイレ誘導している。夜間はその方に
合わせてトイレ誘導したり、ポータブルトイ
レを使用したりと、できるだけ利用者の負担
が少ない支援を心掛けている。

出来るだけ下剤が不要とな
るように食生活でのアプ
ローチを行っている。乳製
品（ヨーグルトやカルピ
ス、牛乳など）を積極的に
提供し、排便コントロール
を実践している
原則として週２回を基準と
しているが無理強いせず意
向に合わせている。ご希望
者には夕方を中心にお誘い
している。時間を設定せず
支援している。ADL低下に
沿った支援ができるよう機
器を活用している。

入浴回数や時間などは、できるだけ利用者が
負担に感じないように配慮した対応をしてい
る。皮膚の状態などから医師の指示があった
場合は、週2回以上の入浴を勧めている。入
浴を好まない方には毎日声掛けをし、タイミ
ングを見て入浴をしてもらっている。浴槽の
湯や足ふきマットは１人ずつ交換して、清潔
の保持に努めている。柚子湯の際には入浴剤
で香りを足して楽しんでもらっている。脱衣
場の床暖房、浴室暖房機でヒートショック対
策をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

家族や友人、からの手紙は
自由。これまでの関係性を
継続出来る支援をしてい
る。居室には電話が設置可
能。必要があれば、事務室
の電話もとりついでいる。

お金を利用する機会はほと
んどないが、長年の習慣、
経験から金銭を大切にした
い想いを大切に汲み取るケ
アを行っている

何が好きで、何が得意でな
ど職員で共有した情報から
支援を行っている。

その日の状態を考慮しなが
ら、施設内外気浴を楽しめ
るように支援している。ご
入居者からは外出の希望が
あまりないが、意欲を引き
出す言葉かけなど工夫をし
ている

コロナ前は近くの川の土手付近や、近くの城
郷地域ケアプラザに散歩に出掛けていたが、
現在はホームの広い庭を周回して散歩してい
る。今年の初詣は職員が庭に作った鳥居に
参った。また、家族の声で植えられた庭のプ
ランターの花々の手入れも、利用者の楽しみ
になっている。洗濯物を干したり、取り込ん
だりの手伝いも利用者の役割になっている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ベッド柵や手すりなど、ご
家族と話し合いその方に
あった環境を整えている。

リビング内でも、テレビ
前、テラス、キッチン前
と、個々に好きな場所で好
きな事をしながら過ごせる
よう行っている。

入居以前に使用されていた
馴染みの家具や大切にされ
てきた物を持参して頂いて
いる。

居室はエアコン、押し入れ収納、洗面台が備
え付けられ、照明、カーテン、ベッドは利用
者が持参している。タンスや椅子などの家具
類やテレビ、仏壇等の他に、DVDや人形など
好きなものを持ち込んでいる。洗面台がある
ことで利用者が自ら身支度をしたり、整容に
気を遣っている。昼間はリビングで過ごす方
が多いが、居室のテレビでドラマや、国会中
継などを見て過ごす方もいる。

テレビや音楽の音、職員の
声が不快とならないように
意識を持っている。掃除の
実施やリビングの明るさ温
度、湿度にも気を配ってい
る

床暖房が施されたリビングは日当たりが良く
暖かい。天気の良い日は窓辺に椅子を移動し
てお茶を楽しみながら日光浴をしている。フ
ロアの中央辺りにアイランドキッチンがあ
り、職員は調理をしながら見守りをしてい
る。利用者も職員の忙しそうな様子が見える
ため、洗い物や食器拭き等、自ら手伝ってく
れる。リビングに空気清浄機付き加湿器を2
台置き、小窓は常時開け、食後利用者が居室
に戻った際に一斉に窓を開け換気をしてい
る。アクリル板の設置や距離を置いた席の配
置、こまめなアルコール消毒等感染症対策を
施している。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 グループホームわかたけ小机

 ユニット名 太陽ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「自分らしく輝いて暮らすホー
ムを目指す」理念を掲げてい
る。事務所に掲示してある為、
いつでも見れるようにしている

運営推進会議のオンライン化・
実施が出来ていない。

感染予防対策のため、外出や地
域イベント等での交流する機会
が減り関係作りの構築が難しい

近隣住民のみの交流でとどまっ
ている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象となる
具体的な行為を正しく理解するとともに、身体的拘束等
の適正化のための指針の整備、定期的な委員会の開催及
び従業者への研修を実施し、緊急やむを得ない場合を除
き、身体的拘束等をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

感染予防対策でグループホーム
連絡会開催への参加も難しく
（開催も見合わせ状態）取り組
みが途中で終わっている

高齢者虐待防止法についての資
料はいつでも閲覧出来るように
なっている。不適切なケアの見
本として、自主動画を撮り研修
材料として使用し理解を深めて
いる

身体拘束や虐待は、法人の理
念、ホームの理念に反する事で
あることを理解し、取り組めて
いる。委員会の立ち上げ、動画
による研修なども行っている。

入居の事前説明を必ず行い契約
書、重要事項説明書を渡してい
る。ホームの理念等を理解して
頂いてからの契約としている。

制度の知識を深める努力をして
いる。また事務所に地域権利擁
護事業や成年後見人制度の資料
を職員がいつでも見られるよう
にしている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を
把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向
上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量
を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働き
ながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつく
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を
通じて、サービスの質を向上させていく取組みをしてい
る

法人内外の研修の場や、他の
ホームとの交換研修、専門学校
実習生の受け入れを行い、サー
ビス向上に取り組んでいる

定期的な面接の他、半年に1回
職員の成果を評価し管理者と面
談を行う取り組みがある。また
職員の事情に極力配慮した勤務
を組むようにしている

感染予防対策で家族会開催など
直接のご意見を聞く機会は少な
いが、お電話やオンライン、
メールなどで意見を伺い改善に
繋げている

常に意見を聞いてもらえる環境
が整っており、必要に応じてカ
ンファレンスを実施ている。

人材育成には法人全体で力を入
れている。管理者・リーダー・
中堅・新人等段階別での研修を
実施している。スキルアップを
目指した外部研修への参加も積
極的に行っている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

その方の現在の状態や環境、経
済面も含め、どのような支援を
すればよいかを考えながら応じ
ている。

ホームの理念に沿って、ご入居
者主体の支援を行っている。特
に様々な心理行動症状を認知症
が原因と決めつけず、どのよう
な要因があるのか理解するよう
努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前には必ず本人との面談を
設定しており、本人の希望や不
安、何を必要とされているか
伺っている。本人や家族の意
見、意思はケアプランに反映し
ている。

電話相談、見学や入居相談時か
ら家族の意見をしっかり聴くこ
とに努めている。家族に合わせ
て、個別に対応している。

接遇に注意し、専門的な立場や
求められているスキルを発揮し
ながら、家族と喜びを共に共有
できる関係作りを行っている。



自己評価

実施状況 実施状況
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20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利
用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めて
いる

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努め
ている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

個人の過ごしやすい環境を整え
ると共に、食事の席や日々の生
活空間にストレスがかからない
よう努めている。

近隣にお住まいの方などは、日
常的に挨拶や世間話などを行い
ながら、状況に応じご相談に
のっているが、ホームでの看取
りによる退居が多く、件数とし
ては多くない状況である。

面会可能時には飛沫防止シート
を使用・その他はオンライン面
会を行うなどの環境つくりを
行っている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

理念に沿って、家族様等からの
事前確認に加え、日常の関わり
の中から思いや意向を把握でき
るよう努めている。困難な場合
は理念に立ち返り、本人様の立
場となりケアを実施している。

ご本人やご家族から、安心して
生活出来るよう生活歴やサービ
ス利用の経緯等の情報収集を
行っている。
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25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記
録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計
画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

食事・排泄・睡眠・入浴状況等
を個別に記録し、そこから得た
情報をアセスメントすることで
現状の把握をしている。

理念のもと、日々職員で入居者
主体の生活について話し合いを
している。家族とも相談しなが
らケアプランを作成している。

法人内との連携を持ち、入居者
の生活が困らないように対応し
ている。

外部来訪が難しいので、DVDや
動画サイトなどを活用し余暇活
動を行っている。また、毎月イ
ベントを企画し、一緒に準備を
したりして参加する楽しみを工
夫している

日々の記録は個別に記載してい
る。職員は記録と申し送りやカ
ンファレンスで情報を共有し、
実践につなげている。
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30 14 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な
医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支
援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急
手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付
けている

入院時には、情報提供書を使用
して情報提供を行っている。ま
た、家族と連絡を取ることや、
感染症対策があるが、可能な限
り病院へ面会を行い状態の把握
に努めている。

入居時に重度化・終末期対応指
針をご家族に説明している。ま
た本人の変化に合わせて家族、
かかりつけ医と話し合いの場を
持っている

ご本人のかかりつけ医を継続し
て利用できる支援以外に、利用
したい医療や往診利用の支援を
行っている。

看護師と連携をはかり、医療連
携体制加算を算定している。

管理者、看護師に連絡をし、対
応指示を仰いでる
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35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が
避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域と
の協力体制を築いている

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

その方だけに聞こえる程度の声
量で声を掛けるなどプライバ
シーへの配慮を意識している。
受け止めやすい言葉掛けや不快
に繋がっていないかをアセスメ
ントしている

「はい」「いいえ」で答えられ
る言葉掛けなど、認知症症状が
すすんだ方でも自己決定がしや
すいケアに取り組んでいる

災害マニュアルに沿って対策に
取り組んでいる。地域の防災訓
練にも参加をしている。今後、
地域住民協力による避難訓練実
施のため自治会担当者の方と相
談を進めている。

起床、就寝時間などに決定事項
はなく、体調や気分に合わせて
日々の生活を送って頂けるよう
支援をしている。リハビリ機器
を導入したり、３ヶ月に１度、
リハビリ評価を受けている。

着替える時はご本人に服を選ん
でもらえるよう支援をしてい
る。また、汚れてしまった場
合、早めに着替えられるよう支
援している
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40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

入居者一人々に合わせて盛り付
け、調理方法などを考えてい
る。手伝って頂けることは職員
と一緒に行い、力の発揮をして
頂いている。定期的に食事イベ
ントを開催する機会を設けてい
る。

食事、水分量を毎日記録し変化
がないか観察している。食事、
水分摂取が少ない場合にはお好
みの補食や飲み物を提供し出来
るだけ適正量を目指している。

出来るだけ下剤が不要となるよ
うに食生活でのアプローチを
行っている。乳製品（ヨーグル
トやカルピス、牛乳など）を積
極的に提供し、排便コントロー
ルを実践している

毎食後、口腔ケアができるよう
支援している。また口腔衛生士
の利用がある。口腔衛生士より
職員への指導もして頂いている

無理の無い範囲で出来るだけオ
ムツを使用せず、トイレでの排
泄を維持出来るよう努めてい
る。排泄チェック表を利用し、
一人ひとりに合わせた言葉か
け、誘導方法を実践している。
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45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用
量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確
認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している

原則として週２回を基準として
いるが無理強いせず意向に合わ
せている。ご希望者には夕方を
中心にお誘いしている。時間を
設定せず支援している。ADL低
下に沿った支援ができるよう機
器を活用している。

何が好きで、何が得意でなど職
員で共有した情報から支援を
行っている。

その日の状態を考慮しながら、
施設内外気浴を楽しめるように
支援している。ご入居者からは
外出の希望があまりないが、意
欲を引き出す言葉かけなど工夫
をしている

起床、入床を記録し状況の把握
に努めている。疲労や眠気に合
わせ日中での休息支援を行って
いる

飲み忘れや誤薬防止に、職員一
人ひとり服薬の重要性を意識し
ている。服薬のミスがないよう
チェック体制を整えている
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50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせる
ような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしている

家族や友人、からの手紙は自
由。これまでの関係性を継続出
来る支援をしている。居室には
電話が設置可能。必要があれ
ば、事務室の電話もとりついで
いる。

テレビや音楽の音、職員の声が
不快とならないように意識を
持っている。掃除の実施やリビ
ングの明るさ温度、湿度にも気
を配っている

お金を利用する機会はほとんど
ないが、長年の習慣、経験から
金銭を大切にしたい想いを大切
に汲み取るケアを行っている

リビング内でも、テレビ前、テ
ラス、キッチン前と、個々に好
きな場所で好きな事をしながら
過ごせるよう行っている。

入居以前に使用されていた馴染
みの家具や大切にされてきた物
を持参して頂いている。
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55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している

ベッド柵や手すりなど、ご家族
と話し合いその方にあった環境
を整えている。




